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クリック！ 

▽　
　

月　

日　

開
会
、
会
期

１１

２５

決
定
、
会
議
録
署
名
議
員
指

名
、
議
案
上
程
、
委
員
会
審
査

報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討

論
・
採
決
、
議
案
上
程
・
提
案

説
明

▽　
　

月　

日　

議
案
上
程
・

１１

２６

総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
、
陳

情
上
程
・
委
員
会
付
託
、
報
告

上
程
・
質
疑
、
追
加
議
案
上
程

（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
・
討
論
省
略
）
・
採
決

▽　
　

月
２
日
、
３
日　

一
般

１２

質
問

▽　
　

月
６
日　

一
般
質
問
、

１２

議
案
訂
正
・
訂
正
説
明
・
質

疑
・
討
論
・
採
決
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託

▽　
　

月　

日　

議
案
第　

号

１２

２０

６１

上
程
、
特
別
委
員
会
審
査
報

告
・
質
疑
・
修
正
案（
そ
の
１
・

そ
の
２
）
上
程
・
提
案
説
明
・

質
疑
・
討
論
・
採
決
、
議
案
上

程
、
委
員
会
審
査
報
告
・
質
疑
・

討
論
・
採
決
、
継
続
審
査
案
件

上
程
、
基
地
対
策
特
別
委
員
会

中
間
報
告
・
質
疑
、
第
４
次
座

間
市
総
合
計
画
特
別
委
員
会
事

務
調
査
最
終
報
告
・
質
疑
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採

決
、
議
員
派
遣
に
つ
い
て
上

程
、
追
加
議
案
上
程
・
提
案
説

明
省
略
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

省
略
・
討
論
・
採
決
、
閉
会

　

障
が
い
者
関
連
事
業
は
、
昨
年

に
続
き
本
年
も
大
き
く
補
正
増
さ

れ
ま
し
た
。
支
援
費
制
度
を
き
っ

か
け
に
、
家
族
任
せ
だ
っ
た
介
助

や
支
援
が
社
会
の
責
任
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
続
く
自
立
支
援
法
施
行

と
そ
の
見
直
し
の
中
で
、
こ
の
よ

う
な
事
業
費
の
増
加
は
避
け
ら
れ

な
い
も
の
と
評
価
し
ま
す
。ま
た
、

同
新
法
の
も
と
、
事
業
所
の
法
内

化
に
よ
り
補
助
金
の
出
方
、
金
額

に
も
差
異
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

各
事
業
の
成
り
立
ち
や
在
り
よ
う
、

利
用
者
の
希
望
に
沿
う
運
営
の
継

続
を
お
願
い
し
ま
す
。
多
様
な
障

が
い
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
市
内
外

に
存
在
し
、
連
携
し
な
が
ら
共
存

で
き
る
よ
う
な
指
導
、
助
言
、
情

報
提
供
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

閉
館
時
間
を
一
気
に
１
時
間
も

繰
り
上
げ
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
改
正
は
、
市

民
活
動
の
推
進
、
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
方
向
に
逆
行

す
る
も
の
で
す
。
自
治
会
活
動
な

ど
に
現
役
世
代
も
含
め
、
よ
り
多

く
の
市
民
参
加
を
実
現
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
あ
り
、
同
時
に
大

変
困
難
な
現
実
も
あ
り
ま
す
。
７

時
か
ら
正
味
２
時
間
の
利
用
が
可

能
と
な
る
べ
く　

分
短
縮
の
段
階

３０

的
改
定
を
希
望
し
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
８
館
の
ば

ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
休
館

日
や
閉
館
時
間
を
条
例
で
一
律
に

定
め
る
の
で
は
な
く
、
各
館
ご
と

に
決
め
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み

に
改
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
の
考
え
も
含
め
、
本
条

例
改
正
の
再
考
を
求
め
ま
す
。

討
　
　

論 
討
　
　

論 
　

議
案
第　

号
「
座
間
市
行
政
組

８０

織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
遠
藤
市
長
就
任
後
初
め
て
の
大

幅
な
組
織
改
正
で
あ
り
、
第
四
次

総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
た
組
織

編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な

特
徴
と
し
て
市
長
、
副
市
長
が
直

轄
す
る
特
定
政
策
推
進
室
の
設
置

が
あ
り
、
縦
割
り
の
弊
害
を
解
消

し
、
横
断
的
な
機
能
を
有
す
る
組

織
と
し
て
そ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
従
来
の
保
健
福
祉
部

を
福
祉
部
と
健
康
部
の
二
つ
に
分

割
し
、
ス
ポ
ー
ツ
課
が
現
在
の
教

育
委
員
会
か
ら
、
市
長
部
局
の
健

康
部
に
変
更
と
な
り
、
健
康
文
化

都
市
の
実
現
の
推
進
を
意
識
し
た

組
織
づ
く
り
で
あ
る
と
高
く
評
価

し
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

議
案
第　

号
「
座
間
市
立
の
コ

８５

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
休
館
日

の
月
曜
日
固
定
化
や
、
開
館
時
間

を
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

に
変
更
す
る
こ
と
な
ど
で
す
が
、

こ
れ
は
各
地
域
の
自
治
会
、
子
ど

も
会
、利
用
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
中
心
に
組
織
し
た

コ
ミ
セ
ン
管
理
運
営
委
員
会
な
ど

で
５
年
ほ
ど
前
か
ら
上
が
っ
て
い

た
意
見
で
あ
り
、
利
用
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
約
７
割
以
上
が
賛

成
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
や
指
定

管
理
者
制
度
に
お
い
て
も
公
共
施

設
の
開
館
時
間
な
ど
は
条
例
で
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
今
回
の
条
例
を
改
正

す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
り
、
賛
意

を
表
し
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
費
に
お
け
る
自
立

支
援
給
付
に
つ
い
て
、
障
害
者
の

方
々
が
自
立
し
た
日
常
生
活
、
社

会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
が
ふ
え
る
こ
と
は
、

制
度
の
趣
旨
か
ら
し
て
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
が
、心
配
さ
れ
る
の
は
、

サ
ー
ビ
ス
供
給
量
が
十
分
確
保
さ

れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
は
、
法
の

規
定
か
ら
す
れ
ば
市
町
村
の
責
任

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
閉

館
時
間
を
変
更
す
る
条
例
改
正
に

つ
い
て
は
反
対
す
る
も
の
で
す
。

新
総
合
計
画
の
中
で
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
掲
げ
な

が
ら
、
そ
の
活
動
拠
点
で
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時

間
を
な
ぜ
１
時
間
も
短
縮
す
る
の

か
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
り
ま

す
。
本
定
例
会
に
お
い
て
市
長
は

当
初
、
夜
間
９
時
以
降
の
利
用
希

望
者
へ
の
弾
力
的
な
対
応
と
し
て
、

条
例
第
７
条
の
運
用
に
よ
っ
て
夜

９
時
以
降
の
利
用
も
可
能
か
の
ご

と
く
答
弁
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

我
々
が
条
例
解
釈
上
不
可
能
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
、
今
度
は

弾
力
的
運
用
自
体
を
否
定
す
る
と

い
う
ぐ
あ
い
に
見
解
を
二
転
三
転

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
議
会
の
指
摘

を
真
摯
に
受
け
止
め
る
な
ら
ば
、

一
度
条
例
改
正
案
は
撤
回
し
、
指

摘
事
項
を
精
査
し
、
再
度
提
案
す

る
の
が
本
来
の
姿
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
費
は
、
５
億
５
２
５

０
万
円
と
い
う
大
き
な
支
出
と
な

っ
て
い
ま
す
。
１
１
５
世
帯
１
９

６
人
の
増
加
に
よ
り
、
１
４
６
１

世
帯
２
２
２
８
人
が
対
象
と
の
こ

と
で
す
が
、
生
活
保
護
申
請
者
に

つ
い
て
、
近
隣
市
か
ら
転
居
し
て

き
た
方
、
同
様
の
級
地
か
ら
転
居

さ
れ
た
方
、
市
民
と
し
て
の
在
住

期
間
、
年
齢
層
、
就
労
努
力
、
家

庭
状
況
な
ど
の
経
過
に
つ
い
て
細

か
く
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
厳
し
い
経
済
情
勢
は
理

解
し
ま
す
が
、
わ
ず
か
な
年
金
で

苦
し
い
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
訪
問

等
を
積
極
的
に
行
い
、
実
態
調
査

等
に
つ
い
て
努
力
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
て
お
き
ま
す
。

　

次
に
、
平
成　

年
度
座
間
市
水

２２

道
事
業
会
計
補
正
予
算
の
債
務
負

担
行
為
に
つ
い
て
、
水
道
料
金
徴

収
等
委
託
料
は
、
平
成　

年　

月

２３

１０

か
ら
の
５
カ
年
で
８
億
４
０
０
０

万
円
で
す
。
現
在
の
契
約
は
、
滞

納
整
理
等
業
務
委
託
と
し
て
受
付

業
務
の
一
部（
窓
口
対
応
）、
検
針

業
務
、
精
算
業
務
、
滞
納
整
理
業

務
、
給
水
停
止
業
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
新
た
な
契
約
業
務
は
、
水

道
料
金
徴
収
等
業
務
委
託
と
し
て
、

従
来
の
業
務
以
外
に
請
求
業
務
、

収
納
業
務
、
危
機
管
理
運
用
業
務

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
業
務
が
委
託

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
は
年

間
２
０
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
そ
の
努
力
を
評
価
い
た
し

ま
す
。
し
か
し
、
個
人
情
報
も
多

数
関
連
し
て
く
る
の
で
、
細
心
の

注
意
を
払
う
よ
う
望
み
ま
す
。

　

行
政
組
織
条
例
の
改
正
議
案
、

機
構
改
革
に
つ
い
て
で
す
。
教
育

委
員
会
か
ら
学
校
体
育
以
外
の
ス

ポ
ー
ツ
全
般
を
健
康
部
の
主
管
に

移
す
計
画
で
す
が
、
職
務
権
限
を

委
任
し
て
大
丈
夫
な
の
か
問
わ
れ

ま
す
。
社
会
教
育
法
の
第
２
条
、

第
５
条
で
「
運
動
な
ど
の
奨
励
、

育
成
」
が
大
事
な
観
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
の
委
任
と
い
う
体
制
を
と
っ

て
い
る
の
は
、
県
内
で
も
川
崎
市

と
茅
ヶ
崎
市
だ
け
で
す
。

　

ま
た
、
特
定
政
策
推
進
室
を
新

た
に
設
け
ま
す
が
、
機
動
的
・
能

動
的
に
組
織
横
断
的
な
政
策
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
、
３
人
く
ら
い

の
体
制
で
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

基
地
行
政
も
一
緒
に
行
う
の
で
す

が
、
か
つ
て
本
市
で
は
「
基
地
対

策
課
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
基
地

対
策
担
当
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
体
制
を
も
っ
と
厚
く
す
る

よ
う
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
で
す
が
、

県
内
の　

市
と
同
様
に
、
専
任
の

１５

事
務
局
長
を
置
く
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
農
地
法
改
正
で
農
業
委
員
会

の
役
割
が
重
く
な
っ
て
い
る
な
か

で
、
専
任
で
な
い
な
ら
ば
現
行
の

課
長
兼
任
で
は
な
く
部
長
の
兼
任

に
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
福
祉
部
を
分
け
る

に
あ
た
り
、
介
護
保
険
制
度
と
高

齢
者
福
祉
は
相
互
に
関
連
し
て
い

る
の
に
、
お
の
お
の
を
別
の
部
に

分
け
る
こ
と
は
市
民
に
わ
か
り
に

く
く
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
点
を
指
摘
し
、
本
議
案

に
反
対
し
ま
す
。

　

政
和
会
（
佐
藤　

弥
斗 
議
員
）

第
四
次
総
合
計
画
に
向
け
た機

構
改
革
に
期
待

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー閉

館
時
間
の
再
考
を

市
政
ク
ラ
ブ
（
飛
田　

昭 
議
員
）

新
た
な
水
道
業
務
委
託多

大
な
効
果
な
ど
を
評
価

市
民
連
合
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

障
害
者
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

市
民
の
た
め
に
な
る
機
構
改
革
を

　

討
論
は
、　

月　

日
に
５
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

１２

２０

で
は
、
一
般
会
計
を
中
心
に
各
議
員
か
ら
賛
否
の
意
見
表
明
が
さ
れ
る
と

と
も
に
、
今
後
の
市
政
に
生
か
す
べ
き
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
掲
載
）

本
会
議
の
概
要




